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論 文 内 容 の 要 旨
〔背景および目的〕 長時間虚血の前に短時間の心筋虚血再潅流を施すと,虚血心筋障害が著明に軽減す




























論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
短時間虚血再潅流刺激後の長時間心筋虚血時にみられる心筋保護効莱 (プレコンディショニング ;PC)
におけるATP感受性 K チャンネル (KATP)の関与の麻酔薬依存性が家兎心で報告されている｡本研究
では,PCによる虚血時心筋膜酵素 (アデニレートサイクレースおよびNa+,K+ATPアーゼ)活性低下
の抑制効果におけるKATPの関与の麻酔薬依存性を検討した｡PCの虚血時心筋膜酵素活性保持効果はペ
ントバルビタール麻酔下ではケタミンキシラジン麻酔下に比 し高用量の KATP阻害薬 (ダリベンクラミ
ド)を要したが阻害可能であった｡一方,開口薬 (クロマカリウム)は麻酔薬非依存性に虚血時酵素活性
を保持した｡これらの結果から,家兎心 PCにおけるKATPの麻酔薬非依存的関与が明らかとなった｡以
上の研究は虚血性心疾患の病態解明に貢献し,心筋虚血障害減少を目的とした基礎的知識の蓄積に寄与す
るところが多い｡
従って,本論文は博士 (医学)の学位論文として価値あるものと認める｡
なお,本学位授与申請者は,平成 9年 2月18日実施の論文内容とそれに関連した試問を受け,合格と認
められたものである｡
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